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 お わ り に










）G. A. Cohen, Self-Ownership, Freedom, and Equality, Cambridge University Press, 1995, Chap.

















































に，労働者は生産手段の不平等な分配（unequal distribution of means of produc-
tion）にさらされ，生産手段をまったく保持できていない状態にあること。第
に，労働者は他人の命令のもとで働くことを強制される（are forced to work
as others direct them to）こと。第に，労働者は自らが生産した一部を除いた
他のすべての生産物（すなわち剰余生産物）を他人に譲渡しなければならない












）Ibid., pp.196-197, 邦訳；278〜279 頁。




























































































論は番目に対応している。ʻShould Marxist be interested in exploitation? ʼ, in Analytical
Marxism, Cambridge University Press, 1986, pp.260-263. また，ローマーによる搾取概念の理論
的研究として；Value, Exploitation, and Class, Harwood Academic Publishers, 1986, また，ロー
マーの搾取概念に関する研究として；吉原直毅「搾取と階級の一般理論」（高増明・松井暁編
『アナリティカル・マルキシズム』（ナカニシヤ出版 1999 年）の第四章に収録，66〜85 頁）。
"）Self-Ownership,Freedom, and Equality, pp.196-197, 邦訳；279 頁。なお，以降の議論はコー




of Proletarian Unfreedomʼ, in Analytical Marxism,Cambridge University Press, 1986, pp.237-259.













































































































































こで「不正な分配」（unjust distribution）と「資産の分配」（asset distribution）という 2 つの
表現を使い分けていることには理由があるように思われる。前者ではすでに規範的判断がなさ
れているのに対し，後者ではまだ判断がなされていない（記述的描写にとどめている）。


































































































12）J.E.Roemer, ʻShould Marxists be interested in exploitation? ʼ, in J.E.Roemer ed., Analytical










14）J. E. Roemer,ʻShouldMarxists be interested in exploitation?ʼ, p.281. また所有関係的アプローチ
について，J. E. Roemer,ʻNew directions in the Marxian theory of exploitation and classʼ, in J. E.
Roemer ed., Analytical Marxism, Cambridge University Press,1986, pp.81-113, J. E. Roemer, A





























15）Self-Ownership, Freedom, and Equality, p.204, 邦訳；289 頁。
























投入労働 種コーン 収穫コーン 消費コーン 余ったコーン
（次の種コーン）
第週 日間 単位 単位 単位 単位
第週 日間 単位 単位 単位 単位
… … … … … …
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28）Ibid., p.203, 邦訳；287 頁。コーエンは別の論考で，資本主義的搾取の問題は「人々の間には
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31）Ibid., 特に Chap.5-6, pp.116-164, 邦訳；五章および六章，165〜231 頁。ここでは自己の身
体・能力・経験とその行使の果実には排他的な道徳上の権利があると主張する自己所有権テー
ゼのマルクス主義的搾取論との関連性が精密に議論されている。
